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沿岸技術ライブラリー No.57 

「ジャケット工法技術マニュアル（改訂版）」の誤記について

令和 3 年 10 月に発行した「ジャケット工法技術マニュアル（改訂版）」に誤記がありました。正誤表を下表に示します。 

ご購入頂きました方々に大変ご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げます。

「ジャケット工法技術マニュアル（改訂版）」の正誤表

ページ 行など 誤 正 備考

35 (10) 1)の
3 行目

～5 行目

ただし、表-4.3-4、表-3.4-5 の適用にあたってはそ

れぞれの鋼種に対する上限値を用い、(2)、(4)及び

4.3.4［解説］(1)の適用にあたっては、表-4.3-22に示す

局部座屈に対する照査用応力度による。

ただし、表-4.3-4、表-4.3-5 の適用にあたってはそ

れぞれの鋼種に対する上限値を用い、(2)、(4)及び

4.3.4［解説］(1)の適用にあたっては、表-4.3-22に示す

局部座屈に対する照査用応力度による。

第 1 回訂正：令和 5 年 7 月 
下赤線部を変更

129 表-解 14.1-
2 の欄外

「※」文

※鋼管外径が 25mm 以下の場合の検査方法である。鋼

管外径が 25mm を超える場合は、道路橋示方書・同

解説Ⅱ鋼橋編（日本道路協会 平成 29 年（2017 年））

に従うこと。

※鋼管板厚が 25mm 以下の場合の検査方法である。鋼

管板厚が 25mm を超える場合は、道路橋示方書・同

解説Ⅱ鋼橋編（日本道路協会 平成 29 年（2017 年））

に従うこと。

第 2 回訂正：令和 7 年 7 月 
下赤線部を変更

171 (2) a)の
1 行目

～2 行目

API RP 2GEO では、砂質土では変位が 0.1 インチのと

きに、粘性土では変位が杭径の 1％のときに、それぞ

れ最大周面摩擦力に達する t-Z 曲線を推奨している 

API RP 2GEO では、砂質土及び粘性土の変位が杭径の

1％のときに、それぞれ最大周面摩擦力に達する t-Z 

曲線を推奨している 

第 3 回訂正：令和 8 年 2 月 
下赤線部を変更


